
継
続
審
査
中
の
請
願
一
覧 

生
活
文
教
委
員
会 

厚
生
委
員
会 

建
設
委
員
会 

 

市
内
で
の
自
衛
隊
機
の
飛
行
騒
音
の
低
減
と
安
全
飛
行

を
促
す
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て  

 

　 介
護
保
険
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て  

小
平
市
学
童
ク
ラ
ブ
入
会
希
望
児
童
の
全
員
入
所
に
つ

い
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
基
準
等
を
明
確
に
し
て
く
だ

さ
い  

社
会
的
引
き
こ
も
り
家
庭
の
支
援
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て  

 

　 武
蔵
野
団
地
雨
水
排
水
工
事
の
着
工
に
つ
い
て  

大
沼
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
小
平
駅
北

口
に
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て  

鷹
の
台
駅
西
部
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ

る
こ
と
に
つ
い
て  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
を
拡
充
し
、
小
川
・
栄
町

地
域
に
も
運
行
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

請
願
第
39
号  

   

請
願
第
16
号  

請
願
第
33
号 

  

請
願
第
35
号 

   

請
願
第
34
号 

請
願
第
36
号 

 

請
願
第
37
号 

 

請
願
第
38
号 

平成１７年（２００５年）１月３０日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　　 8

小平市ホームページ内の市議会のページをご利用ください。小平市ホームページアドレスhttp://www.city.kodaira.tokyo.jp

12月定例会では、５件の意見書を
可決し、関係機関へ送付しました。
（要旨掲載）

12
月
定
例
会
で
は
、
請
願
6
件
を
新
た
に
受
理
し
、
2
件
を
採
択
、

1
件
を
不
採
択
、
8
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
1
件
を
新
た
に
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関

に
陳
情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
は
す
べ
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
、
意
見

書
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
、

左
記
の
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
案
、
市
民
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た

請
願
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
に
議
会
へ
の

関
心
と
親
し
み
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
187
―

8701

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

1
3
3
3
番
地

議
会
報
編
集
委
員
会

小
平
市
議
会
事
務
局

1
0
4
2
（
3
4
6
）9
5
6
6

5
0
4
2
（
3
4
6
）9
5
6
7

学
校
給
食
に
お
け
る

瓶
牛
乳
存
続
に
向
け
た

一
層
の
働
き
か
け
を

求

め

る

意

見

書

意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

意
見
と
し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は

関
係
行
政
庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開会時刻は原則として午前９時、場所は市役所７階 

2月  3日（木） 総務委員会 
2月  4日（金） 生活文教委員会 
2月  7日（月） 厚生委員会 
 請願・陳情締め切り（午前中） 
2月  8日（火）　建設委員会 
2月22日（火） ３月定例会本会議（初日） 
2月23日（水） ３月定例会本会議（一般質問） 
2月24日（木） ３月定例会本会議（一般質問） 
2月25日（金） ３月定例会本会議（一般質問） 
3月  1日（火） 予算特別委員会（一般会計） 
3月  2日（水） 予算特別委員会（一般会計） 
3月  3日（木） 予算特別委員会（一般会計） 
3月  4日（金） 予算特別委員会（特別会計） 
3月  8日（火） 総務委員会 
 請願・陳情締め切り（午前中） 
3月  9日（水） 生活文教委員会 
3月10日（木） 厚生委員会 
3月11日（金） 建設委員会 
3月22日（火） ３月定例会本会議（最終日） 

便利な市民の足、にじバス
（小平駅南口）

《
小
学
校
3
年
生
》

○
11
月
18
日
　
一
小
90
人

○
1
月
28
日
　
十
三
小
113
人

子
育
て
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
は
父
母
と
も
に
働
く
家
庭
や
ひ

と
り
親
家
庭
も
ふ
え
、
そ
の
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
保

育
室
は
小
規
模
の
よ
さ
を
生
か
し
た

き
め
細
や
か
な
保
育
を
実
施
し
、
地

域
の
子
育
て
支
援
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
育
児
休
業
制
度
の
発
展
に

よ
り
、
保
育
室
に
入
園
す
る
子
ど
も

は
、
1
歳
児
、
2
歳
児
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
東
京
都
は
平
成

13
年
度
か
ら
保
育
室
運
営
事
業
に
対

す
る
補
助
金
を
制
度
の
本
則
に
戻
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ゼ
ロ
歳
児
に

厚
く
、
1
歳
児
、
2
歳
児
に
薄
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
補
助
制
度
で
は
ゼ
ロ

歳
児
に
加
算
が
あ
る
の
み
で
、
1
歳

児
、
2
歳
児
に
は
加
算
が
な
く
、
そ

の
単
価
差
が
大
き
い
た
め
、
保
育
室

の
運
営
維
持
は
困
難
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
て
、
地
域
の
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
今
後
、

保
育
室
の
安
定
的
な
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
年
齢
別
補
助
単
価
を
見
直
す

な
ど
、
保
育
室
運
営
事
業
に
対
す
る

補
助
制
度
の
見
直
し
を
強
く
要
望
し

ま
す
。

東
京
都
知
事
あ
て

義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
、
と
り

わ
け
教
職
員
給
与
の
半
額
国
庫
負
担

制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
重

要
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
三
位
一
体
の
改
革
を
進
め

る
方
向
で
、
現
在
3
兆
円
の
補
助
金

削
減
の
取
り
ま
と
め
を
急
い
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
方
六
団
体

は
確
実
な
税
源
移
譲
と
地
方
の
裁
量

権
拡
大
の
立
場
か
ら
公
立
中
学
校
の

全
教
職
員
の
給
与
費
負
担
の
削
減
を

求
め
る
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
義
務
教
育
費
が
国
の
義

務
的
負
担
の
枠
を
外
れ
て
不
透
明
か

つ
不
十
分
な
税
源
移
譲
や
交
付
税
に

多
く
を
頼
る
一
般
財
源
化
し
た
場
合
、

厳
し
い
自
治
体
の
財
政
事
情
に
あ
っ

て
は
そ
の
減
少
、
ま
た
教
職
員
給
与

費
以
外
の
教
育
条
件
の
低
下
を
も
招

き
か
ね
な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

地
方
の
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
国
民
に
財
政

的
に
等
し
く
義
務
教
育
を
保
障
す
る

こ
と
は
国
の
基
本
的
な
責
務
で
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
学
校
事
務
、
栄
養
職
員
を
含
む

全
教
職
員
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
に
つ
い
て
は
、
教
育
の
機
会
均

等
と
い
う
基
本
を
踏
ま
え
た
対
応
を

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
あ
て

小
平
市
の
小
・
中
学
校
給
食
に
牛

乳
を
供
給
し
て
い
る
森
永
乳
業
よ
り
、

工
場
改
修
な
ど
を
理
由
に
、
学
校
給

食
牛
乳
か
ら
撤
退
す
る
意
向
が
出
さ

れ
、
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
牛
乳

の
容
器
を
瓶
か
ら
紙
パ
ッ
ク
に
変
更

す
る
旨
、
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

そ
れ
以
前
か
ら
、
残
乳
及
び
紙
パ
ッ

ク
を
業
者
回
収
で
な
く
各
学
校
も
し

く
は
自
治
体
で
行
う
よ
う
方
針
が
示

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
供
給
体
制
よ

り
も
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
度
も
洗
っ
て
使
え
る
リ
ユ
ー
ス

瓶
は
、
紙
パ
ッ
ク
よ
り
も
環
境
へ
の

負
荷
が
小
さ
く
、
循
環
型
社
会
を
実

現
し
て
い
く
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
よ

り
も
リ
ユ
ー
ス
を
優
先
さ
せ
る
仕
組

み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
学
校
給
食
は
、

瓶
の
回
収
を
考
え
て
も
一
般
市
場
に

比
べ
て
は
る
か
に
効
率
が
よ
く
、
子

ど
も
た
ち
が
環
境
問
題
に
目
を
向
け

る
よ
う
に
な
る
す
ぐ
れ
た
材
料
で
す
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
見
直

す
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
の
時
期

に
、
今
回
の
動
き
は
時
代
の
要
請
に

逆
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
見
直
し
の
行
方
に
も

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
危
惧
さ
れ

ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
来
年
度
以

降
も
リ
ユ
ー
ス
瓶
牛
乳
が
供
給
で
き

る
よ
う
供
給
事
業
者
等
へ
の
一
層
の

働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め

ま
す
。

東
京
都
知
事
、
東
京
都
教
育
長
あ

て
こ
と
し
日
本
列
島
を
襲
っ
た
台
風

や
豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
は
近
年

ま
れ
に
見
る
大
き
く
か
つ
深
刻
な
被

害
、
影
響
を
現
地
と
各
方
面
に
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
規

模
及
び
被
害
実
態
を
考
え
る
と
、
被

災
者
の
生
活
再
建
の
た
め
に
は
各
自

治
体
の
努
力
に
加
え
国
に
よ
る
強
力

な
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
は
被
災
者
の

現
実
の
要
望
か
ら
見
て
見
直
す
べ
き

点
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

1
つ
に
は
、
被
災
者
か
ら
の
希
望

の
強
い
住
宅
本
体
の
建
設
費
や
補
修

費
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

全
国
知
事
会
で
も
緊
急
提
言
の
中

で
、
住
宅
本
体
の
建
築
費
、
補
修
費

を
支
給
対
象
に
す
る
な
ど
の
制
度
の

拡
充
を
図
る
た
め
の
法
律
改
正
を
早

期
に
行
う
こ
と
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

2
つ
に
は
、
一
部
破
損
の
世
帯
は

全
く
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
問
題
や
、

世
帯
の
所
得
で
支
援
対
象
に
大
幅
な

制
限
が
あ
る
こ
と
で
す
。

被
災
者
世
帯
の
現
状
を
見
た
と
き
、

改
め
て
生
活
再
建
に
か
か
わ
る
住
宅

本
体
へ
の
支
援
の
実
施
と
条
件
の
緩

和
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
住
宅
本
体
へ
の
支
援
の
拡
充
な

ど
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正

を
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
防
災
）、
総
務
大
臣
あ
て

噴
火
災
害
と
4
年
余
に
わ
た
る
全

島
避
難
を
続
け
て
き
た
三
宅
島
で
は
、

避
難
指
示
が
解
除
と
な
る
平
成
17
年

2
月
を
目
前
に
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
国
や
三
宅
村
と
と

も
に
、
帰
島
に
際
し
て
必
要
な
取
り

組
み
や
支
援
策
を
提
示
し
、
事
業
の

実
施
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
東
京
都
は
、
住
宅
の
新

築
、
修
繕
な
ど
に
最
大
百
50
万
円
を

独
自
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
の

支
援
制
度
と
あ
わ
せ
、
最
大
4
百
50

万
円
ま
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
帰
島
問
題
は
こ
れ
か
ら

が
大
切
で
あ
り
、
島
の
復
興
と
島
民

の
生
活
再
建
に
安
心
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

お
い
て
次
の
支
援
を
実
現
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。

1

住
宅
の
再
建
に
最
大
限
の
配
慮

を
す
る
こ
と
。

2

脱
硫
装
置
を
呼
吸
器
や
心
臓
に

疾
患
の
あ
る
人
や
新
生
児
、
乳
児
等

の
高
感
受
性
者
へ
配
慮
す
る
等
の
検

討
を
行
い
、
火
山
ガ
ス
の
安
全
対
策

へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

3

農
業
、
漁
業
、
観
光
の
復
興
策
、

空
港
の
再
開
な
ど
に
さ
ら
な
る
配
慮

を
行
う
こ
と
。

4

高
齢
者
対
策
、
子
育
て
対
策
、

雇
用
対
策
な
ど
村
民
生
活
へ
の
支
援
、

及
び
帰
島
で
き
な
い
村
民
の
住
宅
対

策
な
ど
の
支
援
策
を
充
実
す
る
こ
と
。

東
京
都
知
事
あ
て

お
わ
び
と
訂
正

前
号
（
180
号
）
8
面
『
請
願
陳
情
』

に
掲
載
し
た
「
公
民
館
保
育
の
有
料

化
（
請
願
）」
の
請
願
者
の
人
数
は

「
外
3
千
7
百
34
人
」
、「
学
園
東
町

三
丁
目
交
差
点
東
側
の
交
差
点
の
交

通
安
全
対
策
を
求
め
る
こ
と
（
請

願
）」
の
請
願
者
の
人
数
は
、「
外
34

人
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

みんなで楽しく手遊び
（小平市認定保育室　新小平さくら保育室）

保
育
室
運
営
事
業
に
対
す
る

補
助
の
充
実
を
求
め
る

意

見

書

義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の

あ
り
方
を
求
め
る

意

見

書

住

宅

本

体

へ

の

支
援
の
拡
充
な
ど

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

三
宅
島
被
災
島
民
支
援
の

一
層
の
強
化
を
求
め
る

意

見

書


